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上から１０国目です。どこの国でしょうか。

★
paasair dapaatsb nadapdar iiraaaum battb nadafaid aatfb rdasaid dapaatpb badaqaab
交易の栄光はダプアアト国にあり、広くない農地は自らの手で豊かな国にした。
十分な援助がなく、見栄え良くして周りの出入りを助けた。
幾らかの流れ者は、幾らか自立的であった。

bqaatsb daqar aatsar rdaum battsb umqaasb aassb aapatsb aattb fttdasand
ブクアアト国は自立地でボスを設けた。周りの家はバツツ国・ウムクアア国・
アアス国・アアパト国で、国を増やして地元で競争した。

(別訳 : 国を増やした地元の小さな国土だった。)

baatsaum nadafaab aafab aasaum umaatsb
まとめた指導者は長期間ではなく、合流し幾らかの指導者はウムアアト国と成った。


